










　戦前期の日本における大戦ポスターの公開は、1916 年 10 月に神戸高等商業学校（現、神戸大学）
















How Were World War I Posters Embraced by the Design Community 
in Pre-war Japan, and How Did They Inspire Japanese Designers?
Abstract：This paper aims to elaborate on how so-called “war posters” created in Europe and 
America during World War I were embraced by the Japanese design community of that time, 
and how these posters inspired Japanese designers.
　The first instance of exhibiting war posters in Japan before World War II was “Kokoku Efuda 
Tenrankai” (Exhibition of Advertising Posters) held at Kobe Commercial College (today’s Kobe 
2
University) in October 1916. Twenty exhibitions followed during the years through August 1945. 
Meanwhile, the first pictorial representation of war posters appeared in the magazine Nihon 
Insatsu Kai (Japan Printing Industry), Issue 78, published in April 1916; after that, magazine 
articles often featured illustrations. The primary factor contributing to the nationwide publicity 
of war posters was, however, the war poster exhibition tour organized by the Asahi Shimbun 
Company in 1921 in areas where the company produced local editions, followed by the 
publication of Taisen Posuta Shu (War Posters), a commemorative pictorial record of the 
exhibition. These two events also had a significant influence on the trend of adaptation from war 
posters in Japan.
　The oldest confirmed example of a war poster adaptation in Japan is an Okabe Printing Office 
advertisement that appeared in the Kobe Supplement of the Osaka Asahi Shimbun on June 28, 
1919. The advertisement was adapted from James Montgomery Flagg’s famous Uncle Sam 
recruitment poster created in 1917. But the real rise of adaptations did not occur until the 
publication of War Posters mentioned above. In many cases, war posters were adapted for 
newspaper ads and picture postcards produced in large quantities rather than for posters, and 
American posters were used for adaptation more often than European ones, even though 
experts placed little value on the former.
　In summary, the Japanese public had opportunities to view war posters throughout the 
country from the mid-1910s. These posters were created on the occasion of globally important 
events that were also of interest to the Japanese, who found something new in the design of the 
posters. These factors encouraged Japanese graphic designers to enthusiastically adapt war 










































































No. 展覧会名 主催者および会場 会期もしくは貸出日 日数 入場者数 管轄 概要
1 「広告絵札展覧会」 神戸高等商業学校 1916/10/25 ～ 31、 　　　　11/3 ～ 9 14 日
広告の必要性が高まる中、学究のためだけではなく、本邦商工業者の参考となすために行われた展覧会。ポスターは国内外の卒業生や在校生の協力を得て収集し、それを欧米の
部と東洋の部に分け、前者に 407 点、後者に 106 点が展示された。なお、欧米の部は、ロンドンで収集された演芸 27 点、季節売出３点、出版５点、国債 20 点、募兵 28 点、食
料品 24 点、一般 22 点、旅行 15 点、航路 18 点、鉄道 96 点と、リヨンで収集された一般 20 点、アメリカで収集された一般２点、イギリス地下鉄道会社寄贈の 117 点の 11 部門
に細分化され、大戦関係のポスターも多数展示された。展覧会終了後にもポスターは集まり、総数は 600 点以上に達し、展覧会終了後にポスターは学校に寄贈された。
2 「第２回ポスター展」 日本交通公社／横浜案内所 1917/1/25 ～ 27 3 日 2,668 人
本部が既に収集していた 60 点に加え、1915 年に同社が開催した「世界ポスター展」に間に合わなかったポスターを中心に、英、伊、露、仏、スウェー
デンのポスターを展示。英の募兵ポスターや露の軍事公債募集等の第 1 次世界大戦関係のポスターもあった。入場者数には比較的外国人が多く入
場した。
3 ｢戦時教育資料展覧会」 文部省／文部省修文館 1917 年 3 月以前 ？日 本省の命令によりアメリカに留学中の監学官乗杉嘉壽が現地調査した際に持ち帰った資料等の展覧会。その中には大戦ポスターも含まれていた。乗杉の留学報告である『参戦後の米国に関する報告』（文部省、1918 年）にも、10 点の大戦ポスターが掲載されている。
4 「広告絵札展覧会」 広島県物産陳列館 1917/3/15 ～ 25 11 日
男性 14,060 人 
女性  6,932 人 
 
合計 20,992 人
神戸高等商業学校教授の中川静が収集した欧米各国を中心とするポスター 534 点を借用して展示。展示作品は 108 点が日本製であり、残りの 426
点が外国製のものであった。その内訳は、国債募集 20 点、出版 12 点、季節売り出し３点、演芸 37 点、旅行 15 点、一般 75 点、食料品 36 点、
募兵 29 点、地下鉄道 60 点、鉄道 97 点、航海 17 点、米国電車カード 19 点、仏国鉄道６点であった。入場者は３日間 10 時までの夜間開館して事
もあって盛況であった。なお、18 日には中川静の広告に関する講演会が行われ、商工業者、美術家、学校教員、新聞記者等数百人が来場した。
5 「内外広告印刷物展覧会」 京都市立商品陳列所 1917/9/15 ～ 27 13 日 神戸の日本交通公社が取り寄せた外国製 400 点と国内 800 余点が展示。最大のものは英国募兵ポスターで、内訳はポスター、各種包紙、電車内広告意匠と多岐にわたる。16 日には神戸高等商業学校の中川静による広告印刷物に関する講演会があった。
6 「欧米広告印刷物展覧会」 箕面鉄道／宝塚パラダイス 1917/10/20 ～ 28 9 日 欧米に於ける各種広告物だけを蒐集して展示。日本交通公社からは電車や汽船会社の案内広告物、萬年社からは各種商店のビラ、毎日新聞社からは意匠の参考品、農商務省商品陳列館技師の小橋三雄からは電車用の広告物、日本印刷界社の島屋政一からは興行や祝日に関したもの、神戸高等商業学校で展示されたものも出品された。




8 「戦時印刷展覧会」 東京府立工芸学校印刷科 1918/11/10、11 2 日 学校創立 10 周年の記念事業として印刷科が主催。展示品は国産印刷材料、最近の印刷物、紙器、版面、印刷材料代用品等。参考品として各種ポスター、スタンプ、大戦にちなんだ米国募兵・募債広告、ポスターが展示。国内ポスターも展示されていた。
9 「亜米利加美羅絵展覧会」 大阪府立商品陳列所 1919/2/1 ～ 27 27 日 三輪善太郎が収集した電車用ポスターを中心とする米国のポスター 700 余点と、大阪府立商品陳列所が収集した 200 余点の海外ポスターが展示された。
10 「米國のポスター展」 農商務省商品陳列館 1919 年 6 月 ？日 農商務省の派遣官が北米及びカナダで収集した戦時中の食料及び燃料節約、貯金奨励、並びに自由公債に関するポスター数百点が展示。ポスターに付けられたコピーは全て翻訳された。
11 「食料制限及び公債募集米國ポスター展覧会」 愛知県商品陳列館 1919/8/17 ～ 27 11 日 農商務省が米国で収集した食料、燃料制限、自由公債に関するポスター約 140 点が展示。多種多様で奇抜なものもあった。ポスターに付けられたコピーは全て翻訳された。
12 「ポスター展覧会」 三重県勧業陳列館 1919/11/4 ～ 13 10 日 4,300 人 農商務省が収集したアメリカとカナダの大戦ポスター 118 点を借用して開催。
13 「米國戦時ポスター展覧会」
都市研究会／鉄道院楼上 1919/12/10 1 日
後藤新平が前年外遊した際に集めた米国の大戦ポスター百数十点が展示された。展覧会に際して『米国戦時ポスター説明書』が都市研究会より発行された。
都市研究会／大阪中央公会堂 1920/1/15、16 2 日
14 「発明品ポスター、レッテル展覧会」 北海道物産陳列場 1920/8/1 ～ 30 30 日 大戦ポスターが多数展示されたが、地元の意識が低くあまり振るわなかった。
15 「仏國戦時ポスター展覧会」 愛知県商品陳列館 1921/1/16 ～ ？日 富田重吉が収集した戦時中にフランス政府が制作した公債募集、人民に愛国心を喚起するために作ったもの等、百数十枚のポスターを借用して展示。ポスターに付けられたコピーには翻訳が付けられた。





大阪朝日新聞社／大阪：大阪市庁舎 1921/5/20 ～ 25 6 日 200,000 人 大阪朝日新聞 オランダのナイホッフ書店が蒐集した第一次世界大戦中の新聞約 50 種、700 冊を、朝日新聞社長の村山龍平が京都
帝国大学教授原勝郎の依頼によって、時価 2 万円で購入したが、その中に百数十種、5,000 枚のポスターが含まれ
ていた。また、同社の米国駐在員であった内海幽水が、米国政府が大戦中に発行した大戦ポスター等を収集し、
1918 年 7 月に本社には本社に送付していた。こうして集まった英米独仏露の大戦ポスター 6,000 点の中から、会場ご






記等が積極的に掲載された。また会期中、「大戦ポスター絵葉書」が 6 枚組で 3 種類、各 25 銭で発売され、また
優秀作 171 点を掲載した『大戦ポスター集』が 7 月半ばから予約受付され、9 月に 4 円 50 銭で刊行された。
東京朝日新聞社 1921/6/16 ～ 21 6 日 87,500 人 東京朝日新聞
京都市立商品陳列所／京都高島屋 1921/7/19 ～ 24 6 日 12,000 人 大阪朝日新聞（京都版）
大阪朝日新聞／神戸湊川勧業館 1921/7/28 ～ 30 3 日 大阪朝日新聞（神戸版）
姫路市教育委員会／姫路城南小学校 1921/8/13 1 日 500 人（最初の 3 時間） 大阪朝日新聞（神戸版）
上野町商工会、上野町教育委員会／上野町立女子小学校 1921/8/13 1 日
大阪朝日新聞（東海版）
津商業会議所 1921/8/16 1 日 8,000 人
四日市市教育会／四日市市幼稚園 1921/8/19 1 日 5,000 人
名古屋商業会議所／名古屋伊藤屋呉服店 1921/8/21 ～ 23 3 日
敦賀教育委員会、敦賀奨学会／敦賀町立南北小学校 1921/8/27、28 2 日 3,500 人
大阪朝日新聞（北陸版）
福井商業会議所 1921/8/31、9/1 2 日 5,000 人
金沢商業会議所／石川県商品陳列所 1921/9/4、5 2 日 10,000 人弱
富山商品陳列所／富山県会議事堂 1921/9/9、10 2 日 5,400 人
高岡商品陳列所 1921/9/12、13 2 日 2,500 人（2 日目だけ）
和歌山商業会議所／和歌山県会議事堂 1921/9/18、19 2 日 1,600 人 大阪朝日新聞（紀伊版）
岡山商業会議所、岡山県商品陳列所／岡山県商品陳列所 1921/8/16、17 2 日 11,000 人 大阪朝日新聞（岡山版）
尾道市役所 1921/8/19、20 2 日 2,000 人（初日の午前だけ）
大阪朝日新聞（広島山口版）呉市教育会／呉市役所 1921/8/24、25 2 日 12,000 人
広島県教育会、広島県商品陳列所／広島県商品陳列所 1921/8/28、29 2 日 31,000 人
下関商業会議所 1921/9/1、2 2 日
大阪朝日新聞（九州版）
若松商工会／門司市錦町小学校 1921/9/3、4 2 日 3,500 人
福岡県商品陳列所／若松市公会堂 1921/9/8、9 2 日
福岡県商品陳列所 1921/9/12、13 2 日 2,000 人（初日の午前だけ）
長崎商業会議所／佐世保市役所 1921/9/16、17 2 日
長崎商業会議所 1921/9/20、21 2 日
大連商工学校／大連市役所 1921/10/19 ～ 21 3 日
大阪朝日新聞（朝鮮版）
南満州鉄道㈱／安東小学校 1921/10/31 1 日
新義州市／公立女史学校 1921/11/1 1 日
平壌市実業青年会／平壌公会堂 1921/11/5、6 2 日
京壌商業会議所／京壌公会堂 1921/11/9、10 2 日
釜山府庁／釜山市立幼稚園 1921/11/15、16 2 日
大邱商業会議所／頼慶館 1921/11/19、20 2 日
18 「独逸宣伝ポスター展覧会」
読売新聞社／星製薬楼上 1921/6/18 ～ 26 9 日 当初は守田文治の講演会として企画されていたが、現地で収集したドイツ、オーストリア、ハンガリー、スイスの第一次世界大戦関連のポスターが存在していたことから、講演会の内
容を補完するものとして、会場内で大戦記念品と合わせて展示された。東京における朝日新聞社の ｢世界大戦ポスター展」のこともあり、結果的に展覧会的要素が強くなった。高
原会から 出版された『ポスター』は、「ポスター上」「ポスター下」「ぽすたーのきじ」の３冊で構成されており、1921 年 12 月に 9 円で発売された前２冊には、展覧会に展示された
作品の中から 152 点が掲載され、1922 年 10 月に出版された後 1 冊に、守田の講演会内容を含む識者の 5 本の論評と、作品に関する解説が収録された。
読売新聞社／大蔵省二等食堂 1921/8/5、6 2 日
19 「広告展覧会」 徳島県商品陳列所 1922/7/8 ～ 14 7 日 同所が収集した県内外の各種ポスター、包装紙、商標カタログに加え、農商務省商品陳列館、大阪府立商品陳列所、大分県商品陳列所、後藤新平、朝日新聞が収集した大戦ポスター等、約 5,000 点が展示。なお、朝日新聞社が提供したものは、全国巡回した大戦ポスターの一部であったが、会期中「大戦ポスター絵葉書」も販売された。
20 ｢大戦ポスター展覧会」 朝日新聞社／松坂屋上野店 1939/9/12 ～ 16 5 日
東京帝国大学教授の益田元亮が収集し、同大文学部西洋史研究室が所蔵分を主体に、朝日新聞社が所蔵していた第一次世界大戦のポスター 115 点と、外務省嘱託の鶴見三三
博士が所蔵していたドイツの新聞、満州事変関係のポスターが展示された。大戦ポスターの内訳は、英 9 点、米 23 点、仏 42 点、独 12 点、伊 5 点、その他で募兵、募債、食料




No. 展覧会名 主催者および会場 会期もしくは貸出日 日数 入場者数 管轄 概要
1 「広告絵札展覧会」 神戸高等商業学校 1916/10/25 ～ 31、 　　　　11/3 ～ 9 14 日
広告の必要性が高まる中、学究のためだけではなく、本邦商工業者の参考となすために行われた展覧会。ポスターは国内外の卒業生や在校生の協力を得て収集し、それを欧米の
部と東洋の部に分け、前者に 407 点、後者に 106 点が展示された。なお、欧米の部は、ロンドンで収集された演芸 27 点、季節売出３点、出版５点、国債 20 点、募兵 28 点、食
料品 24 点、一般 22 点、旅行 15 点、航路 18 点、鉄道 96 点と、リヨンで収集された一般 20 点、アメリカで収集された一般２点、イギリス地下鉄道会社寄贈の 117 点の 11 部門
に細分化され、大戦関係のポスターも多数展示された。展覧会終了後にもポスターは集まり、総数は 600 点以上に達し、展覧会終了後にポスターは学校に寄贈された。
2 「第２回ポスター展」 日本交通公社／横浜案内所 1917/1/25 ～ 27 3 日 2,668 人
本部が既に収集していた 60 点に加え、1915 年に同社が開催した「世界ポスター展」に間に合わなかったポスターを中心に、英、伊、露、仏、スウェー
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神戸高等商業学校教授の中川静が収集した欧米各国を中心とするポスター 534 点を借用して展示。展示作品は 108 点が日本製であり、残りの 426
点が外国製のものであった。その内訳は、国債募集 20 点、出版 12 点、季節売り出し３点、演芸 37 点、旅行 15 点、一般 75 点、食料品 36 点、
募兵 29 点、地下鉄道 60 点、鉄道 97 点、航海 17 点、米国電車カード 19 点、仏国鉄道６点であった。入場者は３日間 10 時までの夜間開館して事
もあって盛況であった。なお、18 日には中川静の広告に関する講演会が行われ、商工業者、美術家、学校教員、新聞記者等数百人が来場した。
5 「内外広告印刷物展覧会」 京都市立商品陳列所 1917/9/15 ～ 27 13 日 神戸の日本交通公社が取り寄せた外国製 400 点と国内 800 余点が展示。最大のものは英国募兵ポスターで、内訳はポスター、各種包紙、電車内広告意匠と多岐にわたる。16 日には神戸高等商業学校の中川静による広告印刷物に関する講演会があった。
6 「欧米広告印刷物展覧会」 箕面鉄道／宝塚パラダイス 1917/10/20 ～ 28 9 日 欧米に於ける各種広告物だけを蒐集して展示。日本交通公社からは電車や汽船会社の案内広告物、萬年社からは各種商店のビラ、毎日新聞社からは意匠の参考品、農商務省商品陳列館技師の小橋三雄からは電車用の広告物、日本印刷界社の島屋政一からは興行や祝日に関したもの、神戸高等商業学校で展示されたものも出品された。




8 「戦時印刷展覧会」 東京府立工芸学校印刷科 1918/11/10、11 2 日 学校創立 10 周年の記念事業として印刷科が主催。展示品は国産印刷材料、最近の印刷物、紙器、版面、印刷材料代用品等。参考品として各種ポスター、スタンプ、大戦にちなんだ米国募兵・募債広告、ポスターが展示。国内ポスターも展示されていた。
9 「亜米利加美羅絵展覧会」 大阪府立商品陳列所 1919/2/1 ～ 27 27 日 三輪善太郎が収集した電車用ポスターを中心とする米国のポスター 700 余点と、大阪府立商品陳列所が収集した 200 余点の海外ポスターが展示された。
10 「米國のポスター展」 農商務省商品陳列館 1919 年 6 月 ？日 農商務省の派遣官が北米及びカナダで収集した戦時中の食料及び燃料節約、貯金奨励、並びに自由公債に関するポスター数百点が展示。ポスターに付けられたコピーは全て翻訳された。
11 「食料制限及び公債募集米國ポスター展覧会」 愛知県商品陳列館 1919/8/17 ～ 27 11 日 農商務省が米国で収集した食料、燃料制限、自由公債に関するポスター約 140 点が展示。多種多様で奇抜なものもあった。ポスターに付けられたコピーは全て翻訳された。
12 「ポスター展覧会」 三重県勧業陳列館 1919/11/4 ～ 13 10 日 4,300 人 農商務省が収集したアメリカとカナダの大戦ポスター 118 点を借用して開催。
13 「米國戦時ポスター展覧会」
都市研究会／鉄道院楼上 1919/12/10 1 日
後藤新平が前年外遊した際に集めた米国の大戦ポスター百数十点が展示された。展覧会に際して『米国戦時ポスター説明書』が都市研究会より発行された。
都市研究会／大阪中央公会堂 1920/1/15、16 2 日
14 「発明品ポスター、レッテル展覧会」 北海道物産陳列場 1920/8/1 ～ 30 30 日 大戦ポスターが多数展示されたが、地元の意識が低くあまり振るわなかった。
15 「仏國戦時ポスター展覧会」 愛知県商品陳列館 1921/1/16 ～ ？日 富田重吉が収集した戦時中にフランス政府が制作した公債募集、人民に愛国心を喚起するために作ったもの等、百数十枚のポスターを借用して展示。ポスターに付けられたコピーには翻訳が付けられた。





大阪朝日新聞社／大阪：大阪市庁舎 1921/5/20 ～ 25 6 日 200,000 人 大阪朝日新聞 オランダのナイホッフ書店が蒐集した第一次世界大戦中の新聞約 50 種、700 冊を、朝日新聞社長の村山龍平が京都
帝国大学教授原勝郎の依頼によって、時価 2 万円で購入したが、その中に百数十種、5,000 枚のポスターが含まれ
ていた。また、同社の米国駐在員であった内海幽水が、米国政府が大戦中に発行した大戦ポスター等を収集し、
1918 年 7 月に本社には本社に送付していた。こうして集まった英米独仏露の大戦ポスター 6,000 点の中から、会場ご






記等が積極的に掲載された。また会期中、「大戦ポスター絵葉書」が 6 枚組で 3 種類、各 25 銭で発売され、また
優秀作 171 点を掲載した『大戦ポスター集』が 7 月半ばから予約受付され、9 月に 4 円 50 銭で刊行された。
東京朝日新聞社 1921/6/16 ～ 21 6 日 87,500 人 東京朝日新聞
京都市立商品陳列所／京都高島屋 1921/7/19 ～ 24 6 日 12,000 人 大阪朝日新聞（京都版）
大阪朝日新聞／神戸湊川勧業館 1921/7/28 ～ 30 3 日 大阪朝日新聞（神戸版）
姫路市教育委員会／姫路城南小学校 1921/8/13 1 日 500 人（最初の 3 時間） 大阪朝日新聞（神戸版）
上野町商工会、上野町教育委員会／上野町立女子小学校 1921/8/13 1 日
大阪朝日新聞（東海版）
津商業会議所 1921/8/16 1 日 8,000 人
四日市市教育会／四日市市幼稚園 1921/8/19 1 日 5,000 人
名古屋商業会議所／名古屋伊藤屋呉服店 1921/8/21 ～ 23 3 日
敦賀教育委員会、敦賀奨学会／敦賀町立南北小学校 1921/8/27、28 2 日 3,500 人
大阪朝日新聞（北陸版）
福井商業会議所 1921/8/31、9/1 2 日 5,000 人
金沢商業会議所／石川県商品陳列所 1921/9/4、5 2 日 10,000 人弱
富山商品陳列所／富山県会議事堂 1921/9/9、10 2 日 5,400 人
高岡商品陳列所 1921/9/12、13 2 日 2,500 人（2 日目だけ）
和歌山商業会議所／和歌山県会議事堂 1921/9/18、19 2 日 1,600 人 大阪朝日新聞（紀伊版）
岡山商業会議所、岡山県商品陳列所／岡山県商品陳列所 1921/8/16、17 2 日 11,000 人 大阪朝日新聞（岡山版）
尾道市役所 1921/8/19、20 2 日 2,000 人（初日の午前だけ）
大阪朝日新聞（広島山口版）呉市教育会／呉市役所 1921/8/24、25 2 日 12,000 人
広島県教育会、広島県商品陳列所／広島県商品陳列所 1921/8/28、29 2 日 31,000 人
下関商業会議所 1921/9/1、2 2 日
大阪朝日新聞（九州版）
若松商工会／門司市錦町小学校 1921/9/3、4 2 日 3,500 人
福岡県商品陳列所／若松市公会堂 1921/9/8、9 2 日
福岡県商品陳列所 1921/9/12、13 2 日 2,000 人（初日の午前だけ）
長崎商業会議所／佐世保市役所 1921/9/16、17 2 日
長崎商業会議所 1921/9/20、21 2 日
大連商工学校／大連市役所 1921/10/19 ～ 21 3 日
大阪朝日新聞（朝鮮版）
南満州鉄道㈱／安東小学校 1921/10/31 1 日
新義州市／公立女史学校 1921/11/1 1 日
平壌市実業青年会／平壌公会堂 1921/11/5、6 2 日
京壌商業会議所／京壌公会堂 1921/11/9、10 2 日
釜山府庁／釜山市立幼稚園 1921/11/15、16 2 日
大邱商業会議所／頼慶館 1921/11/19、20 2 日
18 「独逸宣伝ポスター展覧会」
読売新聞社／星製薬楼上 1921/6/18 ～ 26 9 日 当初は守田文治の講演会として企画されていたが、現地で収集したドイツ、オーストリア、ハンガリー、スイスの第一次世界大戦関連のポスターが存在していたことから、講演会の内
容を補完するものとして、会場内で大戦記念品と合わせて展示された。東京における朝日新聞社の ｢世界大戦ポスター展」のこともあり、結果的に展覧会的要素が強くなった。高
原会から 出版された『ポスター』は、「ポスター上」「ポスター下」「ぽすたーのきじ」の３冊で構成されており、1921 年 12 月に 9 円で発売された前２冊には、展覧会に展示された
作品の中から 152 点が掲載され、1922 年 10 月に出版された後 1 冊に、守田の講演会内容を含む識者の 5 本の論評と、作品に関する解説が収録された。
読売新聞社／大蔵省二等食堂 1921/8/5、6 2 日
19 「広告展覧会」 徳島県商品陳列所 1922/7/8 ～ 14 7 日 同所が収集した県内外の各種ポスター、包装紙、商標カタログに加え、農商務省商品陳列館、大阪府立商品陳列所、大分県商品陳列所、後藤新平、朝日新聞が収集した大戦ポスター等、約 5,000 点が展示。なお、朝日新聞社が提供したものは、全国巡回した大戦ポスターの一部であったが、会期中「大戦ポスター絵葉書」も販売された。
20 ｢大戦ポスター展覧会」 朝日新聞社／松坂屋上野店 1939/9/12 ～ 16 5 日
東京帝国大学教授の益田元亮が収集し、同大文学部西洋史研究室が所蔵分を主体に、朝日新聞社が所蔵していた第一次世界大戦のポスター 115 点と、外務省嘱託の鶴見三三
博士が所蔵していたドイツの新聞、満州事変関係のポスターが展示された。大戦ポスターの内訳は、英 9 点、米 23 点、仏 42 点、独 12 点、伊 5 点、その他で募兵、募債、食料



















































No. 題名 執筆者 掲載誌 巻号 出版社 発行年月 備考
1 「欧洲大乱と印刷界（一）」 署名なし 『印刷世界』 第８巻第８号 印刷世界社 1914 年 8 月
2 「欧洲大乱と印刷界（二）」 署名なし 『印刷世界』 第８巻第８号 印刷世界社 1914 年 8 月
3 ｢欧洲の大乱と我が印刷物」 永松国二 『日本印刷界』 第 59 号 日本印刷界社 1914 年 9 月
4 ｢三間隆次氏の消息」 署名なし 『日本印刷界』 第 59 号 日本印刷界社 1914 年 9 月
5 「戦争と米國印刷界」 署名なし（記者） 『印刷世界』 第８巻第 11 号 印刷世界社 1914 年 11 月
6 「時局の遷延と印刷界」 署名なし 『印刷世界』 第８巻第 12 号 印刷世界社 1914 年 12 月
7 「欧洲印刷界の噂」 署名なし 『印刷世界』 第８巻第 12 号 印刷世界社 1914 年 12 月
8 「外國雑事」 署名なし 『印刷世界』 第８巻第 12 号 印刷世界社 1914 年 12 月
9 「米國石版界最新雑事」 署名なし 『印刷世界』 第８巻第 12 号 印刷世界社 1914 年 12 月
10 ｢三間隆次氏の帰朝」 署名なし 『日本印刷界』 第 62 号 日本印刷界社 1914 年 12 月
11 ｢洋行みやげ」 三間隆次 『日本印刷界』 第 63 号 日本印刷界社 1915 年 1 月
12 ｢戦争と印刷の関係」 那須技師 『日本印刷界』 第 75 号 日本印刷界社 1916 年 1 月
13 ｢戦争と圖案」 澤田誠一郎 『日本印刷界』 第 75 号 日本印刷界社 1916 年 1 月
14 「大戦ポスター圖版　18 点」 署名なし 『日本印刷界』 第 78 号 日本印刷界社 1916 年 4 月





15 「独逸の印刷業を如何にして征服すべきか」 矢野道也 『日本印刷界』 第 79 号 日本印刷界社 1916 年 5 月
16 「広告繪札蒐集に就て」 中川静 『学友会報』 第 99 号 神戸高等商業学校学友会 1916 年 5 月 No.１の展覧会関連記事
17 「「ポスター」に就いて」 支羊生 『学友会報』 第 102 号 神戸高等商業学校学友会 1916 年 8 月 No.１の展覧会関連記事
18 「広告繪札蒐集に就て」 中川静 『学友会報』 第 104 号 神戸高等商業学校学友会 1916 年 10 月 No.１の展覧会関連記事
19 「ポスター展覧会　東洋最初の試み」 筑紫生 『学友会報』 第 105 号 神戸高等商業学校学友会 1916 年 11 月 No.１の展覧会関連記事
20 「広告繪札展覧会に就て」 中川静 『学友会報』 第 106 号 神戸高等商業学校学友会 1916 年 12 月 No.１の展覧会関連記事
21 「軍事と印刷の将来」 日高謹爾 『印刷工芸』 第１巻第１号 東京印刷同業組合 1917 年 3 月
22 「米國参戦とポスター熱＝繪ビラで愛國心を煽り兵士の募集をなす＝」 署名なし 『印刷世界』 第 11 巻第７号 印刷世界社 1917 年 7 月
23 「伊國の印刷物制限」 署名なし 『日本印刷界』 第 97 号 日本印刷界社 1917 年 11 月
24 「英國に於ける洋紙欠乏」 署名なし 『日本印刷界』 第 97 号 日本印刷界社 1917 年 11 月
25 「洋紙欠乏と英國の新聞雑誌」 署名なし 『日本印刷界』 第 97 号 日本印刷界社 1917 年 11 月
26 「米國募兵広告ビラ　４点」 署名なし 『日本印刷界』 第 100 号 日本印刷界社 1918 年 2 月 図版４点
27 「月曜画報」 署名なし 『大阪毎日新聞』 大阪毎日新聞社 1918 年 4 月 1 日 図版１点
28 「米國の印刷材料市況と日本支那向輸出の困難　米國カ会社より中西商店への近信」 署名なし 『印刷雑誌』 第１巻第１号 印刷雑誌社 1918 年 5 月
29 「戦争と印刷物」 署名なし 『日本印刷界』 第 107 号 日本印刷界社 1918 年 9 月












33 「米國の戦争気分＝印刷材料商の募債広告寄附＝」 署名なし 『印刷雑誌』 第１巻第７号 印刷雑誌社 1918 年 11 月
34 「米國戦時ポスター　２点」 署名なし 『印刷雑誌』 第１巻第７号 印刷雑誌社 1918 年 11 月 図版２点
35 「参戦後の米國に関する報告」 乗杉嘉寿 『時局に関する教育特別輯』 第４ 文部省普通学務局 1918 年 図版 10 点
36 「大戦に影響された印刷インキと材料」 矢野直也 『印刷雑誌』 第２巻第２号 印刷雑誌社 1919 年 2 月
37 ｢米國戦時ポスター展覧会」 署名なし 『都市公論』 第２巻第 12 号 都市研究会 1919 年 12 月 図版２点




39 「繪びらと電車広告に関する新しい紹介」 署名なし 『商工彙報』 第 35 号 大阪商品陳列所 1920 年 1 月 図版４点
40 「｢日米｣ ポスターの比較と其所感」 署名なし 『日本印刷界』 第 124 号 日本印刷界社 1920 年 2 月 No.13 の展覧会関連記事
41 「戦時ポスター展を観る」 一記者 『日本印刷界』 第 124 号 日本印刷界社 1920 年 2 月 No.13 の展覧会関連記事
42 ｢世界大戦ポスター展関連記事」 『大阪朝日新聞』 『東京朝日新聞』
大阪朝日新聞社 
東京朝日新聞社
1921 年 4 月 30
日～ 7 月 1 日 
1921 年 5 月 21
日～ 6 月 23 日
No.17 の展覧会関連記事
43 「独逸宣伝ポスター展覧会」 『読売新聞』 読売新聞社 1921 年 6 月 2 ～27 日 No.18 の展覧会関連記事
44 「べ夫人の祖國ポスター観」 ベ夫人（＝アンナ・ベルリーナ） 『日本印刷界』 第 140 号 日本印刷界社 1921 年 6 月 No.17 の展覧会関連記事




46 「ポスターに描かれた美人」 署名なし 『大阪毎日新聞』 大阪毎日新聞社 1921 年 6 月 図版３点
47 「戦時ポスター展覧会」 署名なし 『京都』 第 83 号 京都市商品陳列館 1921 年 7 月 No.17 の展覧会関連記事
48 「ポスター展覧会印象記」 齋藤佳三 『日本印刷界』 第 141 号 日本印刷界社 1921 年 7 月
No.17 の展覧会関連記事 
No.59 と同じ 
1921 年６月 22、23 日付の『東京朝
日新聞』に掲載された記事の転載　
49 「独逸ポスターの版画的価値」 織田一麿 『日本印刷界』 第 141 号 日本印刷界社 1921 年 7 月 No.17 の展覧会関連記事
50 「独逸ポスター時感」 渡邊素舟 『現代の図案工芸』 第 87 号 現代の図案工芸社 1921 年 8 月 No.18 の展覧会関連記事
51 「独、墺、匈、瑞ポスター展覧会」 素（＝渡邊素舟） 『現代の図案工芸』 第 87 号 現代の図案工芸社 1921 年 8 月 No.18 の展覧会関連記事
52 「ポスター芸術」 菅原教造 『中央美術』 第７巻第８号 日本美術学院 1921 年 8 月 No.17 の展覧会関連記事 図版 28 点
8
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53 「大戦ポースターの蒐集から展覧会を開くまで」 内海幽水 『中央美術』 第７巻第８号 日本美術学院 1921 年 8 月
No.17 の展覧会関連記事 
No.58 と同じ
54 「宣伝に関する予の研究」 河野恒吉 『大戦ポスター集』 大阪朝日新聞社 東京朝日新聞社 1921 年 9 月
No.17 の展覧会関連記事 
No.63 と内容が一部重なっている。 




55 「ポスター概説」 内田魯庵 『大戦ポスター集』 大阪朝日新聞社 東京朝日新聞社 1921 年 9 月 No.17 の展覧会関連記事
56 「刺戟としてのポスター」 菅原教造 『大戦ポスター集』 大阪朝日新聞社 東京朝日新聞社 1921 年 9 月
No.17 の展覧会関連記事 




57 「ポスター其他の広告媒体に関する史的観察」 中川静 『大戦ポスター集』
大阪朝日新聞社 
東京朝日新聞社 1921 年 9 月 No.17 の展覧会関連記事
58 「大戦と各國ポスター」 署名なし 『大戦ポスター集』 大阪朝日新聞社 東京朝日新聞社 1921 年 9 月 No.17 の展覧会関連記事
59 「大戦ポースターの蒐集から展覧会を開くまで」 内海幽水 『大戦ポスター集』
大阪朝日新聞社 
東京朝日新聞社 1921 年 9 月
No.17 の展覧会関連記事 
No.52 と同じ
60 「ポスター展覧会印象記」 齋藤佳三 『大戦ポスター集』 大阪朝日新聞社 東京朝日新聞社 1921 年 9 月
No.17 の展覧会関連記事 
No.47 と同じ 
1921 年６月 22、23 日付の『東京朝
日新聞』に掲載された記事の転載　
61 「米國の戦時ポスター」 渡邊誠吾 『大戦ポスター集』 大阪朝日新聞社 東京朝日新聞社 1921 年 9 月 No.17 の展覧会関連記事
62 「戦時の巴里で観たポスター」 重徳泗水 『大戦ポスター集』 大阪朝日新聞社 東京朝日新聞社 1921 年 9 月 No.17 の展覧会関連記事
63 「改選當時の英國のポスター」 杉村楚人冠 『大戦ポスター集』 大阪朝日新聞社 東京朝日新聞社 1921 年 9 月 No.17 の展覧会関連記事





65 「ポスター雑感」 魯庵生（＝内田魯庵） 『国粋』 第１巻第 10 号 国粋出版 1921 年 10 月 No.17 の展覧会関連記事
66 「ポスターの生國日本」 松宮三郎 『国粋』 第１巻第 10 号 国粋出版 1921 年 10 月 No.17 の展覧会関連記事
67 「美術品としてのポスター」 山本鼎 『国粋』 第１巻第 10 号 国粋出版 1921 年 10 月 No.17 の展覧会関連記事
68 「大戦ポースターに現はれた米國の標語」 成澤玲川 『国粋』 第１巻第 10 号 国粋出版 1921 年 10 月 No.17 の展覧会関連記事
69 「私のポスター感」 久保田米齋 『国粋』 第１巻第 10 号 国粋出版 1921 年 10 月 No.17 の展覧会関連記事




71 「独逸宣戦時戦後のポスター」 守田文治 『ポスター』 ポスターのきじ 高原会 1922 年 10 月 No.18 の展覧会関連記事
72 ｢宣伝に関する雑感」 田中一良 『ポスター』 ポスターのきじ 高原会 1922 年 10 月
73 「日本のポスター界」 玉村善之助 『ポスター』 ポスターのきじ 高原会 1922 年 10 月
74 ｢ポスターと美術」 村雲毅一 『ポスター』 ポスターのきじ 高原会 1922 年 10 月
75 「欧洲大戦當時の列國ポスター紙上展」 署名なし 『読売新聞』 読売新聞社
1937 年 
10 月 5 日～ 11
月 9 日
全 30 回、各回図版あり
76 「家庭と学芸　祖國は求める世界大戦當時のポスター集」 署名なし 『大阪毎日新聞』 大阪毎日新聞社
1937 年 11 月 7
～ 17 日 全 10 回、各回図版あり
77 ｢欧洲大戦と列國の貯蓄運動｣ 国民貯蓄奨励局 『週報』 第 87 号 内閣情報局 1938 年 6 月 15日 図版２点
78 「ドイツを見よ」 署名なし 『満洲日日新聞』 満洲日日新聞社 1938 年 8 月 24～ 28 日 全５回、各回図版あり
79 ｢欧洲戦を回顧して｣ 署名なし 『広告界』 第 15 巻第 9号 誠文堂新光社 1938 年 9 月 図版 34 点
80 「児童が作った大戦ポスター」 署名なし 『東京朝日新聞』 東京朝日新聞社 1938 年 12 月 11日 図版２点
81 ｢戦争と食料｣ 署名なし 『写真週報』 第 45 号 内閣情報局 1938 年 12 月 21日 図版５点
82 ｢欧州大戦と食糧政策｣ 農林省 『週報』 第 149 号 内閣情報局 1939 年 8 月 23日 図版１点
83 「第二次欧州大戦問答」 署名なし 『東京朝日新聞』 東京朝日新聞社 1939 年 9 月 6 ～16 日
全 10 回、各回図版あり 
No.20 の展覧会関連記事
84 ｢大戦ポスター展｣ 署名なし 『広告界』 第 16 巻第 11号 誠文堂新光社 1939 年 11 月
図版 27 点、 
No.20 の展覧会関連記事
85 ｢欧洲戦乱はいつ熄むか｣ 高石眞五郎 『国民精神総動員』 第 44 号
国民精神総動員中
央聯盟 1940 年 3 月 1 日 図版１点
86 ｢宣伝戦｣ 署名なし 『広告界』 第 17 巻第 9号 誠文堂新光社 1940 年 9 月























































































印 刷 年 鑑『Penrose’s Annual　1916』 に 収 録 さ れ た、WALTER J. AVERY に よ る「NATIONAL 




。｣ と記されており、これが事実であるならば、遅くとも 1916 年の春
以前に、天王寺公園内にあった勧業館においては、大戦ポスターの実物が収蔵されていたことになる。











『日本印刷界』第 78 号　1916 年 4 月
図 2　《英國政府募兵ポスター九種》

























図 3　「NATIONAL ADVERTISING IN POSTERS」WALTER J. AVERY
『Penrose's Annual 1916』1916 年
12
















































































































図 11　《『東洋婦人画報』第 17 号の表紙》石川寅治




















































戦ポスター集』に 155 番として掲載されている 1919 年のヴィクトール・アルナウトの《ドイツ戦時






とされている《大同生命保険株式会社の絵葉書》【図 19】は、『大戦ポスター集』【図４】に 96 番と
して掲載された 1918 年のハーバート・パウスによる《アメリカ戦時債券ポスター》【図 20】を翻案






図15 図16 図15 図16 
図 15　《片山洋服店の新聞広告》




戦前期日本のデザイン界における第一次世界大戦ポスターの受容と影響 図17 図18 図17 図18 
図19 図20 














で紹介したように、現在確認できる最も古い翻案作例は、1919 年６月 28 日付の『大阪朝日新聞　神
戸附録』に掲載された《岡部印刷事務所の新聞広告》【図 12】に遡る。もっとも、この年月に関しては、




































































































































































に強い印象を与えるフラッグによる 1917 年の《アメリカ募兵ポスター》【図 13】は、1919 年６月 28
日の『大阪朝日新聞　神戸附録』に掲載された、《岡部印刷事務所の新聞広告》【図 12】や、1924 年
４月 11 日の『大阪朝日新聞』朝刊５面の《アイフの新聞広告》【図 14】のみならず、実は 1924 年６
月３日の『東京朝日新聞』朝刊１面の《スワン万年筆の新聞広告》【図 23】や 1924 年 12 月 16 日の『神
24
図23 図24 図23 図24 
図25 図26 図25 図26 
図 23　《スワン万年筆の新聞広告》





1924 年 12 月 16 日
『神戸又新日報』朝刊 4 面
図 26　《児童愛護デーのポスター》





図29 図30 図29 
図30 












券ポスター》【図 20】も、1927 年には三重県の《児童愛護デーのポスター》【図 26】に再び用いられ
ている。その他、『大戦ポスター集』【図４】に 70 番として紹介された 1918 年の《アメリカ第３回
自由国債ポスター》【図 27】は、内容的にも図案的にも使いやすかったらしく、1924 年の《復興貯































































容を意味している。特に、1921 年に朝日新聞社が主催した ｢世界大戦ポスター展｣ は、外地を含む










































































1921 年 6 月 26 日『大阪毎日新聞』朝刊 3 面
図 34　《蜂印香竄葡萄酒の新聞広告》
1921 年 9 月 7 日『東京朝日新聞』朝刊 4 面
図 35　《中将湯の新聞広告》








新聞』に「欧洲大戦當時の列國ポスター紙上展」が 30 回にわたって連載されたのは、1937 年 10 月
５日～ 11 月９日のことであり、『大阪毎日新聞』朝刊には、1937 年 11 月７～ 17 日にかけて「家庭
と学芸　祖国は求める　世界大戦当時のポスター集」が 10 回連載された。そしてこの時期には、表
２「第一次世界大戦と大戦ポスターに関する記事」に示したように、1939 年９月 12 ～ 16 日に朝日
新聞社が主催する形で、松坂屋上野店において東京帝国大学西洋史研究室の教授であった益田元亮が
収集した大戦ポスターを公開する ｢大戦ポスター展覧会｣ が開催され、同展に関しては『東京朝日新
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(6)　土田泰子 2005「第一次世界大戦期における米国プロパガンダ・ポスター—イメージとプロパガンダ—」『表
現文化研究』第１号，pp.1 − 27，新潟大学大学院現代社会文化研究科。
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(18)　「英國政府募債ポスター九種」1916『日本印刷界』第 78 号，p. ４，大阪：日本世界社。
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(20)　「大戦ポスター集豫約募集」1921 年７月 11 日『大阪朝日新聞』朝刊１面，大阪：大阪朝日新聞社。
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pp.158 − 252。
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